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１　冊子目録等
○細江文庫目録……４５０円
　わが国英語学界の重鎮、故細江逸記の旧蔵書目録。
○大阪関係資料目録……６５０円
　昭和３５年１月１日現在所蔵の大阪府、市関係の図書・地図・近世文
書・堂島文書・芝居番付・明治中期広告の総合目録。
○生田文庫・頴原文庫目録……非売品
　在野の万葉集研究家故生田耕一の旧蔵書の一部と、故頴原退蔵旧蔵
書の目録。
○吉田文庫目録……１３００円
　元トルコ駐在特命全権大使であった故吉田伊三郎の旧蔵書目録。
○岩崎美隆文庫・五弓雪窓文庫目録……１５００円
　江戸時代末期の国学者岩崎美隆の旧蔵書目録と、幕末の漢学者五弓
雪窓の旧蔵書目録。
○増田渉文庫目録……６０００円
　わが国魯迅研究の第一人者であった元文学部教授故増田渉の旧蔵書
目録。魯迅の全著作の初版本他。
○矢口文庫目録……２７００円
　本学の元学長で、イギリス経済史学界の重鎮であった故矢口孝次郎
の旧蔵書目録。
○極東国際軍事裁判資料目録……非売品
　極東国際軍事裁判における検察側及び弁護側提出の書証と関係資料
の目録。
○泊園文庫蔵書書目ならびに索引の部……品切れ
　幕末の浪速私学「泊園書院」の旧蔵書目録。
○近世文書目録　その一……１３５０円、その二……２０００円
　大阪周辺の庄屋文書を核に、ほぼ全国各地の近世文書を加えたコレ
クション。
○大阪文芸資料目録……３５００円
　明治以降の、大阪にゆかりのある作家・画家・芸能人などの作品や
大阪を題材とした作品などの本学所蔵コレクションの目録。
○内藤文庫漢籍古刊・古鈔目録……２５００円
　内藤湖南・伯健父子旧蔵書の一部善本類の目録。
○内藤文庫リスト　№１～№５…非売品（ただし、№１は在庫なし）
○芝居番付目録……８０００円
　大阪を中心とする宝暦から昭和に至る歌舞伎、浄瑠璃等の芝居番付
約６５００点の目録。
○大坂画壇目録……品切れ
○摂津国嶋上郡高浜村西田家文書目録……非売品
○河内国丹北郡六反村谷川家文書目録……非売品
○摂津国住吉郡中喜連村佐々木家文書目録……非売品
○和泉国大鳥郡豊田村小谷家文書目録……非売品
○和泉国大鳥郡岩室村中林家文書目録……非売品
２　ＣＤ－ＲＯＭ版
○内藤文庫目録　	……非売品
３　図書館出版図書
○江戸書状（全三巻）
　　旗本鈴木家と庄屋西田家との往復書簡集
　　　第一巻（天保七年から弘化四年）……６６９５円
　　　第二巻（嘉永元年から安政六年）……５６６５円
　　　第三巻（万延元年から明治元年）……３９１４円
○おおさか文藝書画展　図録……２０００円
　平成６年９月、図書館創設８０周年記念・文学部創設７０周年記念とし
て開催した「おおさか文藝書画展－近世から近代へ－」の図録である。
○展示目録　大坂の書と画と本……１０００円
○関西大学図書館影印叢書　第一期　全十巻
　　　第一巻　『古今序聞書』……１５７５０円
　　　　　　　　　　　　　解題　片桐洋一
　　　第二巻　『能面図』……３１６０２円
　　　　　　　　　　　　　解題　関屋俊彦
　　　第三巻　『勧進能并狂言尽番組』……２２４２８円
　　　　　　　　　　　　　解題　関屋俊彦
　　　第四巻　『近世俳書集』……１３２５３円
　　　　　　　　　　　　　解題　乾　裕幸
　　　第五巻　『浮世草子集』……２９４００円
　　　　　　　　　　　　　解題　山本　卓
第六巻　『西川祐信集』……５１４５０円（上・下巻セット）
　　　　　　　　　　　　　解題　山本　卓
　　　第七巻　『青本黒本集』……２５２００円
　　　　　　　　　　　　　解題　神楽岡幼子
　　　第八巻　文学雑誌『葦分船』……２４１５０円
　　　　　　　　　　　　　解題　浦西和彦
　　　第九巻　『えんぴつ』……６６１５０円（上・下巻セット）
　　　　　　　　　　　　　解題　吉田永宏
第十巻　『日本文学報国会・大日本言論報国会設立
関係書類』……３１５００円（上・下巻セット）
　　　　　　　　　　　　解題　浦西和彦
〈影印叢書のパンフレットをご希望の方は、図書館運営課
へお申し出ください。〉
図書館フォーラム第１０号（２００５）
９０
図書館出版物案内
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平成１６年度に改正のあった図書館諸規程
９１
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
平成１６年度に改正のあった図書館諸規程
１　関西大学図書委員会規程
関西大学図書委員会規程改正の新旧対照表
改　正摘　要改　正　前
関　西　大　学　図　書　委　員　会　規　程
制定　昭和３１年６月２１日
第１条　〈省　略〉
　（構　成）
第２条　委員会は、次の者をもって構成する。
　図書館長
　各学部、外国語教育研究機構、法務研究科、大学院（法務研究科
を除く。）及び全学共通教育推進機構委員会から選出された委員　
各１名
　図書館次長
２　前項第２号に規定する委員は、学長が委嘱する。
第３条～第６条　〈省　略〉
附　則
  この規程（改正）は、平成１６年４月１日から施行する。
委員の追加
附則の追加
関　西　大　学　図　書　委　員　会　規　程
制定　昭和３１年６月２１日
第１条　〈省　略〉
　（構　成）
第２条　委員会は、次の者をもって構成する。
　図書館長
　各学部、外国語教育研究機構、大学院及び全学共通教育
　　推進機構委員会から選出された委員　各１名
　図書館次長
２　前項第２号に規定する委員は、学長が委嘱する。
　　　   
第３条～第６条　〈省　略〉
２　図書館利用に関する取扱要領
　　平成１６年４月２１日改正分
図書館利用に関する取扱要領改正の新旧対照表
改　　正摘　　要改　正　前
図書館利用に関する取扱要領
制定　平成２年４月１日
第１条～第３条　〈省　略〉
（利用者の範囲及び取扱い）
第４条　利用規程第４条に規定する図書館を利用できる者及びその取扱
いは、別表第３のとおりとする。
第５条～第８条　〈省　略〉
（入庫検索）
第９条　利用規程第１３条第１項第３号に規定する入庫検索について、図
書館長の許可を受けた者の範囲は、次のとおりとする。
　別表第３の大学非常勤講師に準ずる者
第９条第１項第２号～第１５条　〈省　略〉
附　則
　この要領（改正）は、平成１６年４月２１日から施行し、平成１６年４月１
日から適用する。
別表第３（第４条関係）　利用者の範囲及び取扱い
附則の追加
利用者の範囲に関す
る大幅な修正及び
「有効期間」欄の
削除
図書館利用に関する取扱要領
制定　平成２年４月１日
第１条～第３条　〈省　略〉
（利用者の範囲及び取扱い）
第４条　利用規程第４条に規定する図書館を利用できる者及びその取扱
いは、別表第３のとおりとする。
第５条～第８条　〈省　略〉
（入庫検索）
第９条　利用規程第１３条第１項第３号に規定する入庫検索について、図
書館長の許可を受けた者の範囲は、次のとおりとする。
　別表第３の大学非常勤講師に準ずる者
第９条第１項第２号～第１５条　〈省　略〉
別表第３（第４条関係）　利用者の範囲及び取扱い
図書の貸出限度有効期間利用資格
２週間５冊
在籍中学部学生
滞在期間中特別聴講学生
準ず
る者
当該年度内委託生、聴講生、科目等履修生、員外研究者
在職中定時職員
３ヵ月２０冊
在籍中大学院学生
滞在期間中大学院外国人留学生
準ず
る者 当該年度内
研修生、委託学生、聴講生、科目等履修生、
交流研究生、外国人研究生
６ヵ月６０冊
在職中大学専任教育職員
授与中名誉教授準ず
る者 在任中客員教授、特任外国語講師
図書の貸出限度利用資格
２週間５冊
学部学生
学部交換留学生、学部科目等履修生、学部聴講生、
学部委託生
学部学生に
準ずる者
３ヵ月２０冊
大学院学生
院交換留学生、院聴講生、院交流研究生、
院委託学生、院研修生、院科目等履修生、
院外国人研究生
大学院学生
に準ずる者
６ヵ月６０冊
大学専任教育職員
特別顧問教授、特別任用教育職員、名誉教授、
客員教授、特任外国語講師
大学専任教育
職員に準ずる者
図書館フォーラム第１０号（２００５）
９２
改　　正摘　　要改　正　前
注１～注３　〈省　略〉
注４　有効期限が当該年度末までの利用資格者が、年度を越えて継続利
用する場合は、所定の手続を経なければならない。
注５　複数の利用資格を持つ者は、いずれか一資格をもって利用するこ
とを原則とする。
注６　非専任職員（非常勤）は取扱要領第９条第１項第１号にかかわら
ず、入庫は認めない。
注７　本学の功労者（名誉教授を除く定年退職者等）
注８
　特別１
・次年度本学専任教員への採用予定者及び非常勤講師委嘱予定者で、
所属予定学部等の長を通じて申請された入庫を必要とする者
・本学専任教員との共同研究関係者で、本学専任教員を通じて申請さ
れた入庫を必要とする者
・上表表記の研究者・研究員で、受入機関が人事課に申請手続をして
いない入庫を必要とする者
・本学大学院博士課程後期課程を修了した者、又は大学院規則第４４条
第２項により学位請求が可能な者
特別２
・研究所等を通じて申請された入庫を必要としない者
特別３
・国際交流センターから申請された日本語セミナー学生など館内閲覧
のみの利用者
・その他館内閲覧のみを必要とする利用者
文言の修正
注の追加
ＲＡ（リサーチ・
アシスタント）、ＴＡ
（ティーチング・ア
シスタント）が大学
非常勤講師に準ず
る者として別表第３
に追加されたことに
伴う削除
文言の修正
文言の追加
注１～注３　〈省　略〉
注４　有効期限が当該年度末までの利用資格者が、年度を越えて継続利
用する場合は、所定の手続きを経なければならない。
注５
　特別１
・次年度本学専任教員への採用予定者及び非常勤講師委嘱予定者で、
所属予定学部等の長を通じて申請された入庫を必要とする者
・本学専任教員との共同研究関係者で、本学専任教員を通じて申請さ
れた入庫を必要とする者
・ＲＡ、ＴＡなどで、研究所等を通じて申請された入庫を必要とする者
・上表表記の研究者・研究員で、受入機関が人事課に申請手続きをし
ていない入庫を必要とする者
・本学大学院博士課程後期課程を修了した者、又は大学院規則第４４条
第２項により学位請求が可能な者
　特別２
・研究所等を通じて申請された入庫を必要としない者
　特別３
・国際交流センターから申請された日本語セミナー学生など館内閲覧
のみの利用者
３ヵ月２０冊
在職中
又は
在任中
大学非常勤講師
委嘱研究員、受入研究員、委託研究員、
研究顧問、研究嘱託、私学研修員
準ず
る者
外国人研修員、交換研究者、招聘研究者、
外国人研究員
高等学校・中学校・幼稚園教育職員、非常勤講師
専任事務職員、役員、評議員
嘱託等の非専任職員
２週間５冊
当該年度内
校友
推薦校友
準ず
る者
教育後援会・校友会職員
生協職員、学内学会職員
３ヵ月２０冊
優待
退職者
申請期間内
（最長当該
年度内）
注５参照特別１
２週間５冊注５参照特別２
不　可注５参照特別３
３ヵ月２０冊
大学非常勤講師
高等学校・中学校・幼稚園専任教育職員、高等学
校・中学校非常勤講師、幼稚園特任講師
大学非常勤講師
に準ずる者
専任事務職員、役員、評議員、非専任職員（常勤）
委嘱研究員、リサーチ・アシスタント、ティーチング・
アシスタント、受入研究員、委託研究員、研究所顧
問、研究嘱託、私学研修員、外国人研修員、交換
研究者、招へい研究者、外国からの研究員、員外
研究者、客員研究員、ポスト・ドクトラル・フェロー、
学外共同研究員、その他教員に準じる者
非専任職員（非常勤）、その他職員に準じる者　注６参照
２週間５冊
校友
推薦校友
校友に
準ずる者
教育後援会・校友会職員
定時事務職員
生協職員、学内学会職員
３ヵ月２０冊
注７参照優待
注８参照特別１
２週間５冊注８参照特別２
不　可注８参照特別３
平成１６年度に改正のあった図書館諸規程
９３
　　平成１６年１２月１５日改正分
図書館利用に関する取扱要領改正の新旧対照表
改　　正摘　　要改　正　前
図書館利用に関する取扱要領
制定　平成２年４月１日
第１条　〈省　略〉
（休館日）
第２条　図書館の休館日は、別表第１のとおりとする。
（開館時間）
第３条　総合図書館各フロア及び高槻図書室の開館（開室）時間は、別
表第２のとおりとする。
第４条～第１５条　〈省　略〉
附則
この要領（改正）は、平成１７年４月１日から施行する。
別表第１（第２条関係）　図書館の休館日
別表第２（第３条関係）　総合図書館各フロア及び高槻図書室の開館
（開室）時間
１　総合図書館
　①～②　〈省　略〉
　③　その他休業期間（学部の授業を行っていない期間）
注１～注２　〈省　略〉
附則の追加
冬季休業の一定期
間短縮
冬季休業の一定期
間短縮に伴う開館
時間の明示
図書館利用に関する取扱要領
制定　平成２年４月１日
第１条　〈省　略〉
（休館日）
第２条　図書館の休館日は、別表第１のとおりとする。
（開館時間）
第３条　総合図書館各フロア及び高槻図書室の開館（開室）時間は、別
表第２のとおりとする。
第４条～第１５条　〈省　略〉
別表第１（第２条関係）　図書館の休館日
別表第２（第３条関係）
　　総合図書館各フロア及び高槻図書室の開館（開室）時間
１　総合図書館
①～②　〈省　略〉
③　その他休業期間（学部の授業を行っていない期間）
注１～注２　〈省　略〉
高槻図書室総合図書館
第１土曜日第１土曜日
本大学記念日本大学記念日
夏季及び冬季休業期間中の土曜日夏季休業期間中の土曜日
日曜日休業期間中の日曜日
国民の祝日に関する法律（昭和２３年法
律第１７８号）に規定する休日
休業期間中の国民の祝日に関する法律（昭
和２３年法律第１７８号）に規定する休日
夏季及び冬季休業の一定期間
８月１１日～８月２０日
８月２８日～９月３日
１２月２６日～１月６日
夏季及び冬季休業の一定期間
８月１１日～８月２０日
１２月２８日～１月６日
入学試験期間
２月１日～２月８日
２月２８日～３月２日
入学試験期間
１月３１日～２月８日
２月２８日～３月２日
図書の整備、現物照合等に必要な期間
３月３１日
図書の整備、現物照合等に必要な期間
年度末の３日間（日曜日を除く）
３階グループ閲覧室３階一般閲覧室書庫・１階・２階
１０００～１９３０閉　　　室１０００～２０００月～金曜日
１０００～１６１０閉　　　室１０００～１７００土曜日
１０００～１６１０閉　　　室１０００～１８００１２/２１～２５の間の土・日
１０００～１６１０閉　　　室１０００～１７００１２/２６～２７
高槻図書室総合図書館
第１土曜日第１土曜日
本大学記念日本大学記念日
夏季及び冬季休業期間中の土曜日　　　　　　　　　　　
日曜日休業期間中の日曜日
国民の祝日に関する法律（昭和２３年法
律第１７８号）に規定する休日
休業期間中の国民の祝日に関する法律
（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日
夏季及び冬季休業の一定期間
８月１１日～８月２０日
８月２８日～９月３日
１２月２６日～１月６日
夏季及び冬季休業の一定期間
８月１１日～８月２０日
１２月２８日～１月５日
入学試験期間
２月１日～２月８日
２月２８日～３月２日
入学試験期間
１月３１日～２月８日
２月２８日～３月２日
図書の整備、現物照合等に必要な期間
３月３１日
図書の整備、現物照合等に必要な期間
年度末の３日間（日曜日を除く）
３階グループ閲覧室３階一般閲覧室書庫・１階・２階
１０００～１９３０閉　　　室１０００～２０００月～金曜日
１０００～１６１０閉　　　室１０００～１７００土曜日
１０００～１６１０閉　　　室１０００～１８００１２/２１～２５の間の土・日
１０００～１６１０閉　　　室１０００～１７００１２/２６～２７、１/６
　『大学図書館研究』の原稿募集要項に準じて、概要を次の
ように定める。
　原稿執筆者の範囲
　原則として、依頼記事・寄稿記事いずれの場合も、本学
の教育職員並びに本学図書館所属の職員を執筆者とする。
　原稿の内容
　次のいずれかで、執筆者自身の未発表原稿とする。
ア　研究論文・研究ノート
イ　図書館に関する調査・意見
ウ　本学所蔵資料の紹介
エ　図書館職員のレポート
オ　その他図書館に関する記事
　収　載
　寄稿原稿が予定の紙幅を超える件数があったときは、
収載順序を図書館長が決める。
　謝　礼
　依頼記事の執筆者（図書館職員は除く）には、若干の謝
礼と掲載号５部を贈呈する。寄稿記事の執筆者（署名記事
執筆者）に対しては、１編につき掲載号５部を贈呈する。
　ただし、いずれの場合も抜刷は提供しない。
　投稿先
関西大学図書館運営課（℡０６ー６３６８ー１１５７）
電子メール（	
	）
　執筆要領
ア　本誌１ページにつき２，０７０字相当とする。
イ　原稿は横書き、電子メールまたはフロッピーでの提
出を原則とし、手書き原稿も可とする。
ウ　電子メールまたはフロッピーで提出する場合は、プ
レインテキスト（）形式もしくはワープロ（）
形式を原則とする。
エ　ワープロを使用の場合は、１行を２３字とし４５行を１
ページとして設定する。
オ　本文中に図・表または写真を掲載する場合は、その
相当分の字数を割愛する。
カ　原稿は次の順に記載する。
①標題、②執筆者名、③本文、④注記、⑤引用文献、
⑥参考文献、および⑦執筆者名の読みがな・職名
キ　原稿の表記は、次に従うものとする。
①漢字は原則として常用漢字を用い、新かなづかいによ
る。書誌学的な理由などから、特に旧字体を使用する
必要がある場合は、原稿用紙の右欄外にその旨を記す。
また、欧文原稿を除き句読点は「。」「、」を用いる。
②数字は、引用文および漢語の一部として漢数字が習
慣的となっている場合を除き、原則としてアラビア
数字を用いる。
③引用文献、参考文献の記載方法は、次のとおりとする。
ａ．雑誌論文の場合
筆者名“論文標題”『雑誌名』巻（号）、年月、
ページ
ｂ．図書の中の一部引用の場合
著者名“論文標題”『書名』（図書の著編者名）
出版地、出版者、出版年、ページ
ｃ．図書の場合
著者名『書名』出版地、出版者、出版年
ｄ．欧文の場合は、著者名を転置形として、雑誌名
または書名には『　』を付さずにアンダーライ
ンで示す（印刷では、イタリック体活字になる）。
［例］	
“ａ	
．”
	
		



ｅ．インターネット上の文献
著者名“文献標題”［参照年月日］（ＵＲＬ）
［例］永沼博道“２１世紀の大学図書館に向けて－伝統
と現代化の相克”［参照２００３．１．２０］
（	


		

）
ク　図・表は、図１、図２、表１、表２、．１のように
記す。図または表を電算等で出力したものをそのまま
使用するときは、鮮明なものを用いる。写真は出来る
かぎりモノクロームを用いる。図、表、写真には、そ
の裏に執筆者名、標題、図１、図２、表１、表２のよ
うに番号を鉛筆書きのこと。
ケ　校正は、初校を執筆者に依頼し、再校以降は図書館
が行うことを原則にするが、必要のある場合は、再校
以降についても執筆者の協力を得るものとする。
　掲載した著作物の電子化と公開許諾について
　本誌に掲載した著作物の著作権は執筆者に帰属するが、
次の事項について執筆者はあらかじめ了解するものとする。
ア　関西大学図書館ホームページにて公開されること
イ　国立国会図書館が行なう電子メディアに収録されること
以　上　
〈平成１５年１１月２６日改正〉
『図書館フォーラム』投稿要項
９７
『図書館フォーラム』投稿要項
制定　平成８年３月３１日　　
